
大船渡市への
シニア技術者派遣について

国境なき技師団

Engineers Without Borders JAPAN

榊 豊和

復興支援 大船渡市 シニア技術者





大船渡市周辺の被災状況

大槌町１５,０００人

釜石市３９,０００人

大船渡市４０,０００人

陸前高田市２３,０００人

気仙沼市７０,０００人

452人

1930人

1228人

1563人

1494人

人口 ２０万人

6667人
全体23850人



大船渡市は陸の孤島（交通路編）

縮尺：５,０００ｍ×５,０００ｍ
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線路の被災状況
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緊急輸送路としての三陸道

�三陸道（開通率５１％）は緊急輸送路として活躍
１１３KM／２２４KM



三陸道は高台へ建設されていた

�三陸道（高速道路）は高台へ建設されていたため被災を免れた

三陸道

国道４５号

TP200m

150m

100m

50m

浸水４５号線



市庁舎は高台、国道４５号線は低地
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大船渡市の漁港

漁港数

市営 16漁港
県営 5漁港

・防波堤倒壊
・地盤沈下
(市) 復旧費用 264億円

被害・復旧

・養殖施設
9,511台（全滅）
4,104台（復旧）

・漁船
2729隻被災（全2,878隻）
317台（復旧）



大船渡市 散在する漁港



漁港の防波堤は根こそぎ転倒



大船渡市の特徴

• 陸中海岸, 風光明媚な観光資源

• 県内貨物６０％の大船渡港
• 国際貿易コンテナー港
• 県最大の漁業生産 カキ養殖―県３０％

• ワカメー（県１位）、アワビ、ホタテ、ウニ
• カツオ、サケ/マス、サンマ。。。

• 窯業（セメント生産）
• 木材加工業



大船渡湾は天然の良港



大船渡港 コンテナー船／客船
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被災地自治体の人材・職員不足



支援構造

Japan 
Plat Form

JPF



大船渡市復興計画



年度予算比較（大船渡市）

平成２２年 平成２３年 平成２４年
一般会計 １８７億円 １８７億円 ５３０億円

（衛生費） 14億円 12億円 206億円

（土木費） 15億円 19億円 66億円

（災害復旧費） 0億円 1億円 89億円

特別会計 １４１億円 １１８億円 １２３億円

計 ３２９億円 ３０５億円 ６５３億円

歳出

平成２２年 平成２３年 平成２４年
市税 ３８億円 ３８億円 ２５億円

地方交付税 ３３億円 ６５億円 １５１億円

国庫支出金 ２１億円 １９億円 ２３５億円

歳入



大船渡市、土木技術者（職員）の編成（H２３年）

職員 土木 建築 不足

区画整理集団移転 １５

農林水産課 １６ ２

水産課 １２ ２ ２０

建設課 ２２ １０ ３

都市計画課 １３ １ ２ ３

下水道事業所 １０ ５

水道事業所 １１ ３

学校教育課 ２ ２ ３

合計 ８６ ２３ ４ ４４





技術者派遣スケジュール

<項目>

１）復興計画、計画、派遣計画

Step -1 2名、C１、C２

Step-2

2）工事全体設計、施工計画管理

3）土木施工管理技士

4）建築士、建築工事施工管理

H24 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11~3月

C１、C２

C3

S１



シニア技術者の活動

国境なき技師団
年次総会

シニア技術者は特別職員



もとめられるシニア技術者

土木／建築の実務経験
（計画、設計、施工）

保有資格

派遣期間

派遣手当

�３０年以上

�一級土木施工管理
�技術士
�一級建築士

�３～９ヶ月

�２５万円／月
�宿舎・交通費支給



大船渡地区の復興計画







派遣技術者の業務（H24年6月現在）

所属：都市整備部建設課 特別職員

土木建設の復旧復興に関わる計画

�低地道路の迂回計画と現地調査
�避難路の確立（避難道路、施設の計画）
�高台移転に関するアクセスの検討
�市営建築物の建設施工管理



震災時工事中であった魚市場



大船渡魚市場のイメージ図



駅周辺の土地区画整備事業

国道４５号線

大船渡駅

�道路／公園などの公共用地を確保するため地権者から土地の供給
�6月から測量工事開始



地盤沈下の状況①



地盤沈下の状況②



地盤沈下の状況③

市場の様子（２０１２年６月）↓
市場の様子（２０１２年５月）↑





気仙沼





WASENDの活動の様子①

３月２０日
大船渡市



WASENDの活動の様子②



赤崎小学校

↓大船渡小学校（半壊）

↑赤崎小学校（全壊）



学童ハウスのイメージ



赤崎町高台に立つ津波記念碑



被災地
自治体

建設系企業

国境なき
技師団

・人件費（固定費）セーブ
・（経験ある）技術者の確保
・（学会等）広域の支援体制

・NPOが行政サービスを支援
・シニア技術会員募集中
・学協会との連携

・定年退職者の職場提供
・賛助会員
・CSR（企業の社会的責任）

人材派遣

人材紹介



• シニア技術者を募集しています

• 正会員・賛助会員を募集しています

• 学童ハウスの支援金を募集しています

国境なき技師団からのお願い




